
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 中学受験 理科 はってん こたえ 名前

中和の折れ線グラフ 月 日

1 こさのちがう液・中和点をこえたとき 発展

次の問いに答えなさい。

(1) 塩酸A液と水酸化ナトリウム水よう液B液は、A液 5mL と B液 3mL がちょうど中和しま

す。水酸化ナトリウム水よう液C液は、B液の3倍のこさです。

A液とC液を合わせて 12mL にして混ぜます。ちょうど中和するのは、C液を何mL混ぜ

たときですか。　答え 2 mL

2 理由を書く 発展

次の問いに答えなさい。

(1) 塩酸A液とB液を合わせて 14mL にして混ぜ、じょう発させてのこった固体の重さをは

かりました。B液を、水酸化ナトリウム水よう液にしたときと、ちょうど中和する体積が同じ

アンモニア水にしたときを比べます。(アンモニア水は、アンモニアという気体が水にとけ

た液で、できる塩化アンモニウムは固体です。)

B液の体積(mL) 11 12 14

B液が水酸化ナト

リウム水よう液の

とき(mg)

643.5 702 560

B液がアンモニア

水のとき(mg)
588.5 642 0

B液が 14mL(A液は0mL)のとき、水酸化ナトリウム水よう液では固体がのこりました

が、アンモニア水では何ものこりませんでした。その理由を、30〜50字で書きなさい。

水酸化ナトリウムは固体でのこるが、

アンモニアは気体でじょう発してのこらないから。

採点: 次の2つが書けていれば満点(1つで半分)

水酸化ナトリウムは固体で、じょう発させてものこる

アンモニアは気体で、じょう発してのこらない

できた / 2問
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